
温度測度誤差
±0.3℃の高精度

100人をたったの
3分で測定可能！

箱を開けてすぐに
簡単設置可能！

OPEN価格



表面温度検知の仕組み

機能比較

QHT Device Manager V1.4.5
顔認証型 入場管理システム

追加機能：Plus 体温レコード

主要機能

ビジターデータ管理機能
登録していない人のデータも抽出することが可能です。
USBメモリで簡易的に入場者の顔及び体温時刻などの情報を抽出することが可能です。

ユーザー登録をすることで、ユーザーごとの入場管理が一目瞭然に管理可能です。
EXPORTすることでエクセルなどの表計算ソフトでの管理も可能です。

顔認証データ登録することで、入場の管理が可能です。現状お使いの出退勤ソフトウェアとの連携等は
別途開発が必要ですが、単純な打刻システムとしても利用頂けます。

顔認証 入場 打刻データ保存機能

顔認証というと、（AIやディープラーニング）の難しいイメージがあるかと思いますが、
単純な写真登録やその場での写真撮影にてデータ登録が可能です。

シンプルな顔認証データ登録機能

入場者体温記録機能
クイックハイジーンターミナルでは、体温測定も同時に行います。（あくまでスクリーニングのための体表面温度測定）
ユーザー情報と体温情報と時刻情報もデータとして確認することが可能です。

グループ管理機能
顔認証によって、例えばお客様グループと従業員グループと分けることで、グループごとの検索や
グループごとの情報管理が可能です。

グループ、個人別検索機能
グループ名や個人名による時刻、体温などの検索が可能です。

ユーザー（従業員や顧客）登録機能1
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従業員だけでなく、
関係者以外の訪問者記録も取得可能

労務管理ソフトウェアとして
入場管理及び従業員のデータ登録が可能

登録された従業員であれば、
いつ、どこから、誰が、何時に入ってきたか確認可能

No Touch No Cost 
「触らない」新しい形の入場へ

従 だ

クイックハイジーン設置 床面に足を止めるよう
線を用意

クイックハイジーンを
覗かせるための告知

熱が高い人や具合の悪い人は
体温測定をしてもらう 注意！

屋外 光の映り込み 屋内

屋外での利用や極端な光
（熱源）がカメラに写るよ
うな場合、温度センサー
の感度が悪くなります。

お客様で高温の方がい
らっしゃった場合は、正式
な体温計を利用して測定
しましょう。

注意書き（注意勧告資料）
を利用し、お客様に測定を
促します。

温度測定をスムーズにする
ために端末の前の床に適性
距離にてテープを貼ります。
（１m前後）

屋内のフロントやお客様が
立ち止まる場所（目線の場
所）に機器を設置します。

運用例運用例

使い方
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